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Ⅱ．自由研究  

毎年、かんきょう観察員が自然環境等についてご自分で興味を持ったことを自由に研究

し、報告してくださっています。 

今年度は、7 名のかんきょう観察員の方から、レポートをお寄せいただきました。以下

は、自由研究テーマの一覧です。 

 

表 2-3 令和 6 年度  かんきょう観察員  自由研究テーマ一覧  (敬称略・50 音順) 

 

レポートはかんきょう観察員の方々からいただいたものを原文のまま掲載しております。な

お、掲載の都合上、いただいたレポートの一部を割愛させていただいている箇所もあります。 

原本は、エコポリスセンター1 階「環境情報資料室」で自由に閲覧できますので、ぜひご覧

ください。 

 

 

  

氏名 令和 6 年度自由研究テーマ 
掲載    

ページ 

筏井 洋之 板橋区のカメムシ目アブラムシ類の一年間  -2024 年- 24 

遠藤 周次 住宅（南町住宅）に飛来する鳥達  26 

黒木 滿生 

板橋区平和公園・へいわ池  カモの飛来数調査・他  ① 27 

板橋区平和公園・へいわ池  カモの飛来数調査・他  ② 30 

佐藤 滋子 大むかしからの植物（マツバラン）  32 

関口 健治 スミレの観察（ツマグロヒョウモンの食草）  33 

山崎 心結 自宅周辺の観察（サルスベリ）  34 

山田 元一郎 2024 年度 ツバメ調査  38 
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「住宅（南町住宅）に飛来する鳥達」  
遠藤 周次 
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「板橋区平和公園・へいわ池 カモの飛来数調査・他 ①」  
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「板橋区平和公園・へいわ池 カモの飛来数調査・他 ②」 
黒木 滿生 
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「大むかしからの植物（マツバラン）」  
佐藤 滋子 
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「スミレの観察（ツマグロヒョウモンの食草）」  
関口 健治 
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「自宅周辺の観察（サルスベリ）」  
山崎 心結 

 

研究の動機  研究対象の候補として、「公園」「植物園」「近所」を挙げ、「身近」

「地域性」「継続性」「安全性」「季節性」をキーワードとし、「近所

の植物」としてサルスベリの調査をすることにした。この調査によ

り自分の住む環境をより理解して、自然との共生の重要性を学ぶ。  

【概要】  

地域：高島平に生息する植物を対象とした  

場所：個人で継続して安全に調査を行うため、自宅周辺とした  

対象：調査期間と地域性、関心度を考慮して、花に注目した。  

期間：2022 年 5-8 月の毎月 1 回、定点観測を行った。  

研究の目的  観察できたサルスベリを調べ、身近な環境を知る  

研究方法 ① 事前調査したサルスベリと、実際に観察できたサルスベリを比較

し、どれに当てはまるのか調べた。 

② 2024 年 5-8 月の毎月 1 回、定点観測を行い、実際に確認できたサ

ルスベリを調査し、環境観察と考察を行った。 

③ 調査にあたって使用する素材は以下の 4 つとした。 

1） 調査確認シート（自身のメモ） 

2） 図鑑 

3） カメラ、ルーペ、手袋 

サルスベリ

の事前調査 

1. サルスベリ A: 

   - 高さ: 2 メートル 

   - 花の色: ピンク 

   - 葉の形: 楕円形 

   - 特徴: 花が大きく、目立つ 

2. サルスベリ B: 

   - 高さ: 1.5 メートル 

   - 花の色: 白 

   - 葉の形: 卵形 

   - 特徴: 花が小さく、控えめだが、香りが強い 

3. サルスベリ C: 

   - 高さ: 2.5 メートル 

   - 花の色: 赤 

   - 葉の形: 長楕円形 

   - 特徴: 花が多く、見た目が豪華 

これらは、高さ、花の色、葉の形、特徴によって区別できるた

め、それぞれの特徴を観察して、どのタイプに属するか調べた。 
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【花の観察】  

場所 近隣定点 

5～8 月 

気温 20‐37 度 

種類 高さ 花の色 葉の形 特徴 月 総種類 写真 

01 サルスベリ 1m 紫ピンク 楕円 花が小さ

く多め 

6.7.8  

 

3 種類 

〇 

02 サルスベリ 1.5m 薄ピンク 楕円 香りがあ

る 

7.8 〇 

03 サルスベリ 2m 濃ピンク 

（赤に近い） 

楕円 花大きい 7.8 〇 

                                  

【結果】 

それぞれの特徴から多くの〇がついたサルスベリを特定した。  

01：サルスベリ C 

サルスベリ 高さ(m) 花の色  葉の形 特徴  

A 2 ピンク 楕円形 花が大きく、目立つ 

B 1.5 白  卵形  花が小さく、控えめだが、香りが強い  

C 2.5 赤  長楕円形 花が多く、見た目が豪華  

 

02：サルスベリ C 

サルスベリ 高さ(m) 花の色  葉の形 特徴  

A 2 ピンク 楕円形 花が大きく、目立つ 

B 1.5 白  卵形  花が小さく、控えめだが、香りが強い  

C 2.5 赤  長楕円形 花が多く、見た目が豪華  

 

03：サルスベリ A 

サルスベリ 高さ(m) 花の色  葉の形 特徴  

A 2 ピンク 楕円形 花が大きく、目立つ 

B 1.5 白  卵形  花が小さく、控えめだが、香りが強い  

C 2.5 赤  長楕円形 花が多く、見た目が豪華  

なお、サルスベリ B と考えられる白い花は見つからなかった。  
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【考察】 

1. 気候と季節: サルスベリは暖かい地域でよく見られ、夏に美しい花を咲かせます。

したがって、私の住む地域は比較的温暖で、現在は夏季だと判断できます。 

 

2. 生物多様性: サルスベリが生育していることは、その地域には他の植物や動物も

生息している可能性があり、サルスベリの花は蝶やハチなどの昆虫を引き寄せる

ため、これらの生物も観察できる。 

 

3. 環境問題: サルスベリは都市部でも育つ強い植物ですが、自然環境が適切に保たれていな

い場合、サルスベリの生育が阻害される可能性がある。例えば、大気汚染や土壌汚染が進ん

でいる場合、サルスベリの成長に影響を及ぼすと考えられます。 

 

4. 人間と自然の関係: サルスベリが近所に咲いているということは、人々が自然と共存し、

植物を大切にしている証拠と言えます。しかし、自然を適切に管理しないと、サルスベリが

過剰に増えて他の植物の生育を阻害するなど、生態系のバランスを崩す可能性もあります。 

 

5 サルスベリ B が観察できなかった原因は、以下の可能性が考えられた。 

 

⚫ 気候条件：その年の東京の夏が例年よりも暑すぎた、または雨が多かった場合、

サルスベリの成長に影響を与えた可能性がある。 

実際、2024 年の夏の期間（6〜8 月）の日本の平均気温は、速報値で昨年と並

んで過去最高となりました。厳しい暑さが長期間続いたことが特徴的でし

た。 

〈夏の平均気温偏差の高い順〉１) 

 2024 年 ＋1.76℃ 

 2023 年 ＋1.76℃ 

 2010 年 ＋1.08℃ 

 2022 年 ＋0.91℃ 

   1994 年 ＋0.79℃ 

 

⚫ 病気や害虫：サルスベリは病気や害虫に弱い場合があります。これらの影響で

植物が弱ったり、死んでしまった可能性もあります。 

実際害虫の写真は撮れなかったが、ところどころ葉に穴が開いているもの

があったため、害虫の可能性は高いと考えた。また、うどんこ病という、

糸状菌のカビの一種で 3 月から 4 月ごろから発生しますが、前年から樹上

で冬越しした菌が発生源となる。この予防策としては、茂りすぎた枝を間

引いて、風通しと採光をよくすることです。２)３) 
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  ３）葉に穴が開いている様子  

 

⚫ 環境変化：日当たりが悪くなった可能性もあります。 

周辺に背の高い建物が増えたり、高い樹木の陰になっていたので、環境変化

も原因の１つだと考えた。 

 

【感想】  

サルスベリのような植物は、都市環境に適応する能力があるため、都市の緑化に貢

献できるという点で非常に価値があると思いました。しかし、その一方で、生物多

様性を保つためには、植物の適切な管理が必要であると感じます。これは、私たち

が自然と共存するために考えるために重要なポイントだと思いました。このよう

に、身近な自然を観察することで、環境問題について考えるきっかけを持つことが

でき、サルスベリのような植物がどのように環境に影響を与えるかを理解すること

で、私たちが地球を守るために何ができるかを考える上で大切なきっかけとなり、

来年は別の視点で調査をしてみようと思いました。  

                                   

以上  

 

 

 

 

 

引用文献 

１) 株式会社ウェザーニューズ weathernews.com/jp/c/terms/(2024.8.29) 

２) NHK 出版 みんなの趣味の園芸(2024.8.12) 

３) https://www.shuminoengei.jp/m-pc/a-page_p_detail/target_plant_code-

10/target_tab-2 (2024.8.30) 
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「2024 年度 ツバメ調査」 
山田 元一郎 

 

２０２４年４月１日  ツバメ初見日  

新しく作られた巣は、見つけられなかった、またほとんどの巣は、オープンガレージ

の壁面や外灯の傘の上がほとんどでした。  

２０１５年頃まで使われていた放棄巣、２か所（板橋区双葉町７－１３）  

２０２３年使われていたが今年は使用されず。徳丸６－３ウエルシア薬局の軒先  

２０２３年空き巣になっていたが、２０２４年に再び使われだした。  

大谷口北町５０ ここでは、ヒナ４羽、確認されて、８月１日に４羽無事に巣立っ

た。  

板橋区大和町４１－１３のオープンガレージの巣では、ヒナ３羽居たのですが、６月

４日に１羽、巣から落下して死んでしまった、と知らされた。  

板橋区大和町４０－６のオ－プンガレージには、４個の巣がありました。まるでツバ

メ団地の様でした。  

７月１６日団地の巣では、４羽のヒナを確認しました。ヒナは丸裸で、頭に薄茶色の

産毛が、生えていた。  

７月２０日車庫に車が入っていて、門が閉められていたので、外周にて観察する。  

１時間に１０回以上、餌やりに来ていた  

７月２３日、４羽の内３羽がツバメらしい黒い燕尾服になっていたが、１羽は少し茶

色ぽい羽で、少し成長が遅れていた。４羽とも、くちばしの根元は黄色であった。  

７月２６日４羽の内３羽が、黒い羽が揃っているが、１羽は、こげ茶色羽にまだ産毛

が、親ばねの付け根に残っていた。  

７月２９日４羽共、巣立ち完了したが、巣のまわりで、親からの給餌を待っている。  

１７時１５分 団地巣の近くの空いている巣に、３羽が戻っていた。  

７月３０日 １５時３０分巣は不在、ヒナと親は、２０から３０メートル離れた電線

に、止まっていた。  

８月１日 巣が空っぽになっていた。１７時 10 分頃、３羽が巣の近くに戻って来

た。  

８月３日 中根橋上空には、６～８羽位飛んでいる。双栄橋、西堰橋の間を空中給餌

をしながら、子育てや餌取りの訓練をしているように見えた。  

８月４日 残っているツバメが少なくなった。  

８月５，６，８日日増しにツバメが減っていく。  

８月１０日 中板橋商店街で、１個巣が見つかった。  

８月２３、２６日 双栄橋上空で１羽見かけた。  

９月３日 中根橋上空で、１羽確認。  

９月１３日 中根橋上空からツバメがみられなくなったため観察を終了しました。  

  


